
篠路駅周辺地区まちづくり計画第１回検討委員会 

2020.9.11 篠路駅周辺地区まちづくり計画 第１回地域協議会での 

まちづくり計画案へのご意見・将来像実現にむけたご意見 

篠路地区の現況や期待することについて 
 今後の篠路のまちづくりに必要だと思うこと 

（将来像や取り組みなど） 
自分たちや地域に 
できると思うこと 

【地区全体について】 
• こんなに⼈⼝が流出していることは初めて知った。流出させないための取組は必要。 

• 篠路は住宅地なので、何かをつくるということは結構難しいことだと思う。 

• イベント多く開催されているが、住⺠の認知（周知）にムラがある。 

• 公園や河川など⾃然が多い。⼦育て世代が増えているのもあって、そういった⾃然豊かな

景観・機能を残すことが重要だと思う。 

• 篠路駅周辺に住んでいる⼈は、篠路に住んでいるという意識が薄いと思う。中⼼地がわか

りづらいのとシンボリックなものがないことが要因ではないか。 

【駅前エリアについて】 

• 昔は駅前も発展していたが、今は⾷堂や商店もなくどっちつかずの駅前となっている。倉

庫等を活⽤できると賑わいがあってよい。 

• ⼤きな商業でなくても、歩いて⾏ける距離に⾝近なスーパーが必要。 

• 利便性を考えると、駐⾞場があった⽅が良い。 

• ⾼齢化が進むのであれば、若い世代に⼊ってもらうために住宅が必要。マンションは難し

いとあるが、雪かきの苦労が解消される共同住宅なども視野に⼊れるべきではないか。 

【東エリアについて】 

• 駅前は、昔銭湯があった。市有地の活⽤案として温浴施設があってもいいかもしれない。 

• ⻄エリアは銀⾏や医療などが集中しているが、東エリアは異なる⽤途が来てもよいと思

う。 

• 東エリアは飲⾷店が少ない。カフェなど集える場所もあると良い。 

【その他】 

• 10年後に事業が完成した際に、既に⾼齢化が進んで状況が変わっている篠路をどのように

次の世代に渡していくのか、考えた計画にしていくことが⼤事。 

• 駅前の⼟地利⽤について、⼤⼝地権者の考え⽅を抑えた上で議論すべき。協議会に参加し

てもらうことも考えられる。 

• 具体的な計画が早く知りたい。 

• 出張所とコミセンを間違えて来る⽅が多いのでわかりやすくする⽅法を考えて欲しい。 

 暮らし 
• ⼤きな機能が⽴地し、そこに個々のテナントが⼊るような整備が必要。 

• 市有地をイベント専⽤にする。イベントを⾏う空間が⼿狭なので、⼤々的に⾏える場所が欲しい。境内で⾏ってい

るイベントを外で⾏う事例は道内にも多々あるので、篠路神社のイベントをそこで⾏うことも考えられる。 

• ⾼齢者施設は多くあるが、将来は⾼齢者も減っていく。⼈⼝がはりつくことが⼤切だが、⼾建てを市有地に埋める

ことはよくない。 

• 公園的な空間にキッチンカーがきてもいいかもしれない。 

• ⾼架下等（駅前も含めて）にコンビニやスーパー的な⼩さな機能があるといい。 

 

 つなぎ 
• 事業がきちんと進み、渋滞が解消、南北の分断が解消することが最重要。 

• ⼈が集まれる場所があると良いと思う。各エリアにそういった場所があると⼈の流れができる。家族で使える温浴

施設やラーメン村など良いのではないか。 

• 今も公園や神社でお祭りなどをやっている。いろんな団体が順次使える広場があると良いと思う。 

• 駅が⾼架化されるが、それだけではだれも東⻄を⾏き来しない。東⻄の⾏き来を⽣み出すような仕掛けが必要。い

かにまちを⼀体化させて広げていくかが重要。 

• コミセンに藍染などの展⽰があるが、そういう伝統や⽂化を伝えるスペースでもっと⼤きいところがあると良いと

思う。 

• 今、⼦育てや⾼齢者のイベントをし

ている。それはこれからも継続して

やっていくべきだとおもっている。

助成⾦など⽀援体制があれば何か考

えると思う。 

 魅力 
• 緑・景観・街並みなどは、パークゴルフ場をスノーフェスティバルで活⽤しているように、現在利⽤できるところ

から利⽤することが必要なのではないか。 

• 「暗い」という印象も例えば「昭和の街並み、⾚煉⽡倉庫のある景⾊」など逆にポジティブに捉えて強みとして活

かすことが必要なのではないか 

• 中⼼地・シンボルとしてはやはり篠路神社が思い浮かぶ。祭りの際は⼩学校も午前中の短縮授業となるなど、地域

での重要性も⾼い。寺社仏閣は近年外国⼈からの注⽬もあり、うまく情報発信することが必要。 

• 交通の便は悪いが、実際住んでいてこのエリア周辺で⽣活利便機能はまかなえている。「エリアで⽣活利便性が整

っている（完結）している町」をウリにして、よりその特徴を強化することが必要なのではないか。 

• 集える場所を東エリアに作ることが必要。⼩学校PTAに「おやじの会」があり、そこで地域との情報発信・交換の

機会としている。そういった場の必要性は⾼い。 

• 情報発信⼒が乏しいため、SNSなど

若者向けの発信ツールも有効活⽤す

るなど、情報発信を継続していくこ

と。（PTAではHPで情報発信をし

ている） 

 

 

【傍聴者アンケートからのご意⾒】 

• まちづくりの検討理念に「誰もが暮らしやすく笑顔あふれるまち」がある。どこのまちづ

くりでも掲げられるが、そのためには⼟台に安全・安⼼が⼊ると思う。 

• ⼥性、若者の仕事場の確保、起業の場 

• 駅前エリアの⼟地有効活⽤として、⼩さな商業エリア、⼾建エリア、⽼⼈施設エリア、公

共施設エリアなど指定して街づくりを計画していくのも良いかと思う。 

• コミュニティをどのようにつなごうとしているのかよく分からない。 

 

 

実現するために

できることは… 

別紙 


